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一昨年の6月号に「コ」－ザのための数理計画入門」  

という特集があったのを覚えておられるでしょうか。  

あの時、「特集にあたって」の最後のところで、機会が  

あれば続編も考えたい、とうっかり筆をすべらしたの  

がきっかけで、今回の特集となりました。まったく「［コ  

は災いのもと」ということわぎの通りです。しかし、  

前回積み残したことがたくさんあったのは事実で、今  

は「災い転じて福」となったと思っています。   

学会の40周年記念シンポジウムのときにも申し  

上げたのですが、1947年G。B愴Damもz暗が線形計画  

問題に対するシンプ1／ツタス法を提案して以来、ちょ  

うど半世紀になります。この間、数理計画は、非線形  

計画、整数計画、組合せ最適化など、適用領域を格段  

に広げ、手法的にも大きな進歩を遂げてきました。ま  

た、それを組み込んだソフトも数多く開発され、高度  

なアルゴリズムが手車削二使えるようになっています。   

このような状況を反映して、数理計画の応用も着実  

に広がっているようです。前回、数理計画は数学的に  

高度になりすぎて、ユ山ザから敬遠されているのでは  

ないか、と書いたのですが、その後、いろいろな方か  

ら、数理計画が企業や研究の場で実際に使われている  

ということをお知らせいただきました。大変心強いこ  

とです。ただし、数理計画がもつ問題解決手法として  

の潜在能力に見合う利用がなされているかと言えば、  

まだ不十分だと思います。   

そこで、今回の特集は、数理計画がより広範に使わ  

れるよう、応用を中心に組ませていただきました。以  

下の5編です。それぞれ、その分野の第一人者の先生  

方にお願いしまたので、ご多忙な方ばかりだったので  

すが、快くお引き受けいただき、しかも全員締め切り  

前に原稿を提出していただきました。ニの場を借りて  

厚くお礼申し上げます。著者の方々のなみなみならぬ  

熱意を反映して、すべて大変読み易く、内容の濃いも  

のになりました。   

乱一 大山達雄「数理計画モデル分析と基礎的定式化  

技法」 数理計画によるモデル化の特色、定式化のた  

めのさまざまな技法とその例、データとモデル分析の  

重要性、さらに新しい適用分野への言及が含まれてい  

ます。モデル化にあたっての必読文献といえましょう。   

2。刀根薫「■評価のORと数理計画川 DEAを中心と  

して」 DEAやÅ既Pを我が国に導入し、その発展  

に大きな貢献をされた刀根先生に、ⅢEÅの特長だけ  

でなくその限界も明記して、両面から整理していただ  

きました。DEÅ利用に当たっての注意事項まで、短  

い記事の中にDEAのすべてがまとめられています。   

3h 森戸晋、久保幹雄「シミュレーションと数理計  

画」 最適化のツ山ルである数理計画と、評価のツー  

ルであるシミュレーーションは、多くの共通点をもつと  

ともに、本質的な相違点があります。シミュレーショ  

ン応用の牽引者であり、かつ数理計画にも造詣の深い  

森戸先生に、久保先生と一緒に、南アブローチを詳し  

く比較していただきました。   

4。浅野孝夫「グラフ。ネットワーク最適化」 ネッ  

トワー鵬ク最適化は、数理計画の手法が最も成功を収め  

ている分野の・・・・一つです。最大フロー問題を中心に、こ  

の分野のアルゴリズムの全容を、最新の結果も入れて  

まとめていただきました。これを読めば、ネットワー  

ク最適化の最先端に立てるのは間違いありません。   

説柳浦睦憲「数理計画ソフト初体験」 数理計画の  

ソフトを使ってみようという気になったユーザが、ま  

ず心配するのは、問題のデータ、とくに大規模なもの  

の入力をどうするか、ということではないかと思いま  

す。そこで、この部分を、モデル記述言語AMPmを  

例に取って、やさしく解説していただきました。  

さて、これで数理計画利用のための準備はすべて整  

いました。あとは、ユ山ザの皆さん、使ってみるのみ  

です。  
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